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Ⅰ．２０１４年度 決算概要
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２０１４年度 決算概要

想定以上の消費増税反動減のなか、売上高は前年を確保
利益は、商品構成の変化や粗利率が低下したことにより減少
想定以上の消費増税反動減のなか、売上高は前年を確保
利益は、商品構成の変化や粗利率が低下したことにより減少

（単位：億円）
２０１４年度 ２０１３年度

前 期 差 前 期 比
実 績 構成比 実 績 構成比

売 上 高 ３,２５６ 100.0％ ３,２４５ 100.0％ ＋１２ １００％

売 上 総 利 益 ７２７ 22.3％ ７５９ 23.4％ △３２ ９６％

販 管 費 ５９９ 18.4％ ６１７ 19.0％ △１８ ９７％

営 業 利 益 １２８ 3.9％ １４２ 4.4％ △１４ ９０％

経 常 利 益 １３０ 4.0％ １４８ 4.6％ △１８ ８８％

当 期 純 利 益 ８０ 2.5％ ８９ 2.8％ △９ ９０％
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２０１４年度 部門別売上実績

（単位：億円）
２０１４年度

実 績
２０１３年度

実 績 前期差 前期比

戸建 １,１９３ １,２５２ △５９ ９５％

集合 ５５９ ４２７ ＋１３２ １３１％

住宅部材 １９４ ２２３ △２９ ８７％

新築請負計 １,９４６ １,９０２ ＋４４ １０２％

分譲土地・建物 ４４７ ４９１ △４４ ９１％

マンション １３４ １５７ △２３ ８６％

街づくり計 ５８１ ６４８ △６７ ９０％

増改築 ４１３ ４２４ △１１ ９８％

不動産流通 ２８０ ２５４ ＋２６ １１０％

ストック計 ６９３ ６７８ ＋１５ １０２％

計 ３,２２０ ３,２２８ △８ １００％

海 外 ３６ １７ ＋１９ ２１４％

合 計 ３,２５６ ３,２４５ ＋１２ １００％

戸建（請負・分譲）が低調に推移するも、集合住宅が好調であったこと、
不動産流通や海外事業売上の増加で、前年差＋12億
戸建（請負・分譲）が低調に推移するも、集合住宅が好調であったこと、
不動産流通や海外事業売上の増加で、前年差＋12億
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２０１４年度 営業利益増減分析

（単位：億円）

営業利益
１４２

【利益率４.４％】

増販益及び
売区分の構成変化

＋１
粗利変動ほか

△３３

営業利益
１２８

【利益率３.９％】

△１４

２０１３年度
（実績）

２０１４年度
（実績）

販管費減少
＋１８

・契約粗利の悪化
・工事間接費の増加
・部材粗利悪化（商品構成変化等）ほか

・業務効率化による固定費の削減
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２０１４年度 部門別受注高・受注残高

（単位：億円）

２０１４年度受注高 ２０１５年３月末受注残高

金 額 前期比 前々期比 金 額 前期比 前々期比

戸建 １,１９６ ９２％ ９４％ ９３２ １００％ １０７％

集合 ５２５ ９１％ １２０％ ５３１ ９４％ １２７％

住宅部材 １９３ ８９％ ９４％ １０７ ９９％ ９３％

新築請負計 １,９１４ ９１％ １００％ １,５７０ ９８％ １１２％

分譲土地・建物 ４０１ ７８％ ８５％ ７４ ６２％ ７９％

マンション ９９ ６５％ １０４％ １３ ２７％ ２５％

街づくり計 ５００ ７５％ ８９％ ８７ ５２％ ５９％

増改築 ４０５ ９５％ １０４％ ５１ ８７％ ９５％

不動産流通 ２８０ １１０％ １２３％ － － －

ストック計 ６８５ １００％ １１１％ ５１ ８７％ ９５％

計 ３,０９９ ９０％ １００％ １,７０８ ９３％ １０６％

海 外 ４５ １１０％ ２５０％ ４８ １２５％ ３５５％

合 計 ３,１４４ ９０％ １０１％ １,７５６ ９４％ １０８％

戸建請負の受注は、本格的な回復には至らず
戸建請負受注残は前期比100％、新築請負計で前期比98％
戸建請負の受注は、本格的な回復には至らず
戸建請負受注残は前期比100％、新築請負計で前期比98％
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Ⅱ．２０１５年度 決算予想
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（単位：億円）
２０１５年度 ２０１４年度

前 期 差 前 期 比
予 想 構成比 実 績 構成比

売 上 高 ３,４５０ 100.0％ ３,２５６ 100.0% ＋１９４ １０６％

売 上 総 利 益 ７９８ 23.1％ ７２７ 22.3% ＋７１ １１０％

販 管 費 ６２７ 18.1％ ５９９ 18.4% ＋２８ １０５％

営 業 利 益 １７１ 5.0％ １２８ 3.9% ＋４３ １３４％

経 常 利 益 １７２ 5.0％ １３０ 4.0% ＋４２ １３２％

当 期 純 利 益 １０３ 3.0％ ８０ 2.5% ＋２３ １２９％

２０１５年度 決算予想

中期計画数字（売上高3,400億･営業利益率5％）達成を目指す
・成長性の確保と売上総利益（粗利）率の改善を図る

中期計画数字（売上高3,400億･営業利益率5％）達成を目指す
・成長性の確保と売上総利益（粗利）率の改善を図る
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（単位：億円）
２０１５年度

予 想
２０１４年度

実 績 前期差 前期比

戸建 １,２５２ １,１９３ ＋５９ １０５％

集合 ５９１ ５５９ ＋３２ １０６％

住宅部材 １９４ １９４ ±０ １００％

新築請負計 ２,０３７ １,９４６ ＋９１ １０５％

分譲土地・建物 ４５１ ４４７ ＋４ １０１％

マンション ８４ １３４ △５０ ６３％

街づくり計 ５３５ ５８１ △４６ ９２％

増改築 ４８５ ４１３ ＋７２ １１８％

不動産流通 ３００ ２８０ ＋２０ １０７％

ストック計 ７８５ ６９３ ＋９２ １１３％

計 ３,３５７ ３,２２０ ＋１３７ １０４％

海 外 ９３ ３６ ＋５７ ２６０％

合 計 ３,４５０ ３,２５６ ＋１９４ １０６％

２０１５年度 部門別売上予想

新築請負は、特長ある商品で拡販し、前年比105％
増改築は、ＢｔｏＣ事業の店舗展開等により、前年比118％
新築請負は、特長ある商品で拡販し、前年比105％
増改築は、ＢｔｏＣ事業の店舗展開等により、前年比118％
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（単位：億円）

売上高
３,２５６

＋１９４

『多層階住宅』やＺＥＨを超える
『ゼロエコ』住宅の推進

パナソニックホームエンジニアリング(株)の
ＢｔｏＣ事業の統合および店舗展開の推進

事業領域の拡大

２０１４年度
（実績）

２０１５年度
（予想）

２０１５年度 売上高増加要因

売上高
３,４５０

新築請負事業
＋９１

街づくり事業
△４６

ストック事業
＋９２

海外事業
＋５７
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（単位：億円）

営業利益
１２８

【利益率３.９％】

増販益及び
売区分の構成変化

＋４３

粗利変動他
＋２８

営業利益
１７１

【利益率５.０％】

＋４３

販管費増加
△２８

・昇給および人員増に伴う人件費アップ

２０１５年度 営業利益増減予想

・契約粗利の改善
・各商品部材粗利の改善

２０１４年度
（実績）

２０１５年度
（予想）
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（単位：億円）
２０１５年度

予 想
２０１４年度

実 績 前期差 前期比

戸建 １,２６８ １,１９６ ＋７２ １０６％

集合 ５６８ ５２５ ＋４３ １０８％

住宅部材 １９４ １９３ ＋１ １０１％

新築請負計 ２,０３０ １,９１４ ＋１１６ １０６％

分譲土地・建物 ４５１ ４０１ ＋５０ １１２％

マンション １６３ ９９ ＋６４ １６５％

街づくり計 ６１４ ５００ ＋１１４ １２３％

増改築 ４８６ ４０５ ＋８1 １２０％

不動産流通 ３００ ２８０ ＋２０ １０７％

ストック計 ７８６ ６８５ ＋１０１ １１５％

計 ３,４３０ ３,０９９ ＋３３１ １１１％

海 外 ２３０ ４５ ＋１８５ ５０５％

合 計 ３,６６０ ３,１４４ ＋５１６ １１６％

２０１５年度 部門別受注予想

【国内】市場の緩やかな回復を見込み、全事業分野で前期比増加を目指す

【海外】新たな事業展開で前期比5倍を見込む
【国内】市場の緩やかな回復を見込み、全事業分野で前期比増加を目指す

【海外】新たな事業展開で前期比5倍を見込む
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商機を取り込み、事業別 成長戦略 を展開

新 築

請負事業

スマートハウス

主力事業の

競争力強化

多層階住宅(賃貸併用)

スマート賃貸住宅

高齢者向け住宅

街づくり事業
スマートシティ

スマートマンション

新規事業の

規模拡大
ストック事業

大型リフォーム
買取再販

海外事業
海外の旺盛な需要
（アジアの成長）

© PanaHome Corporation

２０１４年度 基本方針
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消費増税反動減が想定以上に長期化

© PanaHome Corporation

２０１４年度 総括

経過措置

消費税５％
消費税８％

受注金額 前年比<戸建>



4

© PanaHome Corporation

２０１４年度 総括 －売上高 ー

新築

街づくり

ストック

海外

（億円） ３，３００

売上予想(中間時)

４３

７２３

5８９

1,９４５

2014 実績

３６

６９３

5８１

1,９４６
戸建請負の▲24億円を

集合請負が+26億円でカバー
戸建請負の▲24億円を

集合請負が+26億円でカバー

大型リノベ案件の減少により

リフォーム売上未達

大型リノベ案件の減少により

リフォーム売上未達

▲7

▲30

▲8

＋2
戸建 1,385
集合 560

戸建 1,360
集合 586

戸建とリフォームが公表未達となるも
売上高は中間時予想をほぼ達成

３，２５６
（９９％）
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受注残は前年並みを確保(12年比は112％)

© PanaHome Corporation

２０１４年度 総括 －受注残高 ー

新築請負全体 戸建請負 集合請負

２
０

１
３

末

２
０

１
４

末
1,5701,602

９８％(13年比)

【新築請負】受注残金額（億円）

1,407

２
０

１
2
末

１１２％(12年比)

932928
874

531
566

418

１００％(13年比)

１０７％(12年比)

９４％(13年比)

１２７％(12年比)
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成長と収益性（５％）にこだわり、中期計画必達

© PanaHome Corporation

２０１３－１５中期計画

（億円）

３，３３０

３，１００

201520142013

３，２４５
（105％）

期
初
予
想

実
績

３，２５６
（98％）

期
初
予
想

実
績

期
初
予
想

中
期
計
画

３，４５０
（101％）

３，４００

１３０

１４２
（+12）

１６５

１２８
（▲37）

１７０ １７１

営
業
利
益

売
上
高



© PanaHome Corporation

8スマートハウス【新築請負事業】

エネルギー収支ゼロ(ZEH)を超える 「ゼロエコ」推進

２０１4
総 括 消費増税反動減と、再生エネの売電接続保留により受注苦戦

《戸建（低層）》

９３５ ９５８億円（前年比102％）

15年度 目標〔売上高〕 〔受注高〕

前年比１０３％

14年度 実績

2020年未来標準 「ゼロエコ」を展開 <４月>

“ゼロエコ” 新商品 NEW『カサート』発売<４月>

２０１5
取組み

NEW『カサート』

・「太陽光＋蓄電システム」
・「家まるごと断熱」＋「ｴｺﾅﾋﾞ換気HEPAﾌﾟﾗｽ」
・「HEMS」＋「ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ・ビエラ」

エココルディスⅡ

ビューノ

新商品

・⽬標 2400棟／年
・主要部材の⼤型化による省施⼯化



多層階住宅【新築請負事業】

「店舗・事務所併用」発売と、拠点展開

２０１4
総 括

9

４階建以上の受注２４１億円（前年１７８％）。

《戸建（多層階）》

© PanaHome Corporation

店舗・事務所併用「ビューノ･プロ」発売<４月>

「多層階事業本部」設置<４月>

業界初

２０１5
取組み

ビューノプラザの展開による販売拡大

新商品

・業界№１のプラン対応⼒で⼤空間を実現
(９ｍｽﾊﾟﾝ、３ｍｵｰﾊﾞｰﾊﾝｸﾞ、天井⾼3.15m、⾼強度ALC床)
・当社の⼾建商品と同様の⻑期保証

・川崎・⼤塚・中野に続き、「新宿、浅草、横浜、名古屋」へ展開

６階建展⽰場（４⽉/新宿）

２５８ ２９４億円（前年比114％）

15年度 目標〔売上高〕 〔受注高〕

前年比１１５％

14年度 実績



集合住宅【新築請負事業】

『ラシーネ』 全国展開と、地方向け大型物件対応

２０１4
総 括

10

ラシーネ受注９０億円（前年228%）。 「ﾃｰﾏｽﾀｼﾞｵ」、提案営業が効果

《集合住宅》

© PanaHome Corporation

ラシーネの全国展開

地方向け大型物件対応商品の開発

ラシーネ五条

２０１5
取組み

対面キッチンとパントリー1坪ﾀｲﾌﾟのバス

「ラシーネ・テーマスタジオ」

・東京・近畿に続き、全国の主要都市部へ展開
<ラシーネ・テーマスタジオ(千⾥)の成果>
・集客：８６１名 ・名簿：1３０件（前年⽐３倍）
・契約： ２７棟（ﾗｼｰﾈ以外含む）

・エリア：茨城・栃⽊・静岡・兵庫・岡⼭・広島・九州
・架構設計⾒直しによる⼤型化対応（妻⾯、桁ｽﾊﾟﾝ）

４３９ ４９５億円（前年比113％）

15年度 目標〔売上高〕 〔受注高〕

前年比１０５％

14年度 実績



高齢者住宅【新築請負事業】

グループ連携強化と、医療法人ルート強化

２０１4
総 括

11

介護事業者向けのTVCM放映、グループ呼称『エイジフリー』に統一

《高齢者住宅》

© PanaHome Corporation

コムハート・エイジフリー案件の受注促進

医療法人ルートの開発促進

２０１5
取組み

呼称 コムハート 介護サービスセンター
施設名称 エイジフリーハウス●● ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｲｼﾞﾌﾘｰ●●

運営会社 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｺﾑﾊｰﾄ㈱ ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｲｼﾞﾌﾘｰｻｰﾋﾞｽ㈱

種目 サ高住＋小規模多機能 ｼｮｰﾄｽﾃｲ＋ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ

出店目標（15/18年) ２５棟/累計１５０棟 ３０棟/累計２００棟

PH建設目標（同上） １２棟/累計５０棟 ８棟/累計５０棟

・ルート開拓（医療機器、リース会社、調剤薬局など）

医療関係の異業種交流会

１２０ ９６億円（前年比80％）

15年度 目標〔売上高〕 〔受注高〕

前年比１２９％

14年度 実績



分譲戸建・マンション【街づくり事業】

優良土地の仕入強化

２０１4
総 括

12

・土地仕入競争激化の中､計画達成（期末在庫４９５億円）

・元麻布(23戸)、南麻布(20戸)、潮芦屋(83戸)の分譲マンション完売

《分譲戸建・マンション》

© PanaHome Corporation

中部地区に環境開発部門を設置し、東名阪展開を確立する

東北復興支援による社会貢献

２０１5
取組み

パナソニックグループの遊休土地活用による分譲用地の確保

土地在庫推移（億円）

453 495

720
＋225

・藤沢に続き、神奈川、⼤阪、四国での計画検討中

・復興公営住宅の建設および応札への積極参加
・落札物件：⽯巻（⽊造15⼾）、釜⽯２件（ﾋﾞｭｰﾉ46⼾）
・応札予定：東松島、釜⽯、⼥川、⽯巻、名取など

５８１ ５３５億円（前年比92％）

15年度 目標〔売上高〕 〔受注高〕

前年比１２３％

14年度 実績



リフォーム【ストック事業】

リソース強化と、名簿取得力強化

２０１4
総 括

13

リノベーション事業の５００万円超の大型案件が苦戦

《リフォーム》

© PanaHome Corporation

リソースの強化(営業・設計・工事、店舗)

２０１5
取組み

・４⽉よりﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ホームｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（ＨＥＧ）のﾘﾌｫｰﾑ部⾨を
ﾊﾟﾅﾎｰﾑ ﾘﾌｫｰﾑへ統合するとともに、店舗展開を図る。

・カスタマー部⾨との連携強化で、施主リフォーム(⼾建・集合住宅)受注推進
・売買仲介事業（スムストック含む）とリフォームの連携
・合⼈社計画研究所との連携によるマンションリフォームの推進

名簿取得力強化

４１３ ４８５億円（前年比118％）

15年度 目標〔売上高〕 〔受注高〕

前年比１２０％

14年度 実績



不動産流通【ストック事業】

賃貸管理戸数拡大と、売買仲介事業拡大

２０１4
総 括

14

売買仲介の体制強化（18名）で、成約件数前年比１４３％

《不動産流通》

２８０
15年度 目標〔売上高〕 14年度 実績

© PanaHome Corporation

賃貸管理戸数の拡大

売買仲介事業の拡大

２０１5
取組み

目標：３．８万戸 → ４．２万戸

・管理できていない当社建築物件を取込む（専任体制、途中借り上げ制度）
・ラシーネ推進で新築アパートの賃貸管理率の向上

目標：売買仲介件数 １４９件 → ２８０件

・東名阪への⼈員強化（+5名で23名）
・「スムストック」の積極活⽤
・「不動産情報サイト」の⽴上げと活⽤

奈良県⻄⼤和ＮＴ<国交省・住宅流通促進ﾓﾃﾞﾙ事業採択>で
居住誘致など、既存住宅の活⽤や流通を促進

３００億円（前年比107％）

まち再生事業への新たな取組み



台湾【海外事業】

ＪＶによるデベ事業への参入と、エリア展開

２０１4
総 括

15

受注堅調。海外初のマンション請負工事完成。

《台湾》

© PanaHome Corporation

「スケルトン＋インフィルの一体提案」と、

「グループの総合力によるスマートマンション」

を差別化ポイントとし、JVによるデベ事業へ参入

台北から台中、台南、高雄への商圏拡大

初の分譲マンション
・新北市「ウィソンチン」
・地上１２階／地下２階
・２１戸

２０１5
取組み

・４⽉より、⼦会社２社を統合
(ＰＨ台湾<建設請負>とＰＨ台湾ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ<内装施⼯>)

案件例：桃園-Ａ建設

案件例：中⼭北路-Ｂ開發

地上22階
地下3階
221⼾
2014年
11⽉着⼯済

地上13階
地下3階
62⼾
2015年
4⽉着⼯済

２９ ７０億円（前年比238％）

15年度 目標〔売上高〕 〔受注高〕

前年比１１倍

14年度 実績



ＡＳＥＡＮ（ﾏﾚｰｼｱ含む）【海外事業】

地域統括会社を核に、ASEAN各国へ展開

２０１4
総 括

16

商品（WｰPC構法）と販売体制（PHｱｼﾞｱ ﾊﾟｼﾌｨｯｸ）の確立

《ASEAN》

© PanaHome Corporation

マレーシア、インドネシア、ベトナム等でデベ展開

ボリュームゾーン向けＷ－ＰＣ構法で拡販

２０１5
取組み

・モデル棟建設中<ﾏﾚｰｼｱ／６⽉ｵｰﾌﾟﾝ>
(モデル棟２棟⽬をインドネシアで建設予定)
・現地企業と提携し、スマートシティの受注促進 短納期で、

断熱・防水の高品質

・パナホーム・アジア・パシフィック ４⽉設⽴
・各国でのJVデベ推進

Ｗ－ＰＣによる商品

７ ２３億円（前年比360％）

15年度 目標〔売上高〕 〔受注高〕

前年比１４３％

14年度 実績





18

© PanaHome Corporation

パナソニックグループの売上成長

住宅関連事業で２兆円達成を⽬指す

3/26 パナソニックグループ事業方針説明より
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© PanaHome Corporation

２０１８年度に向けての重点戦略 ①

「国内新築」依存型経営から脱し、
新築請負･街づくり･ストック･海外の４本柱へ事業構造を転換

売上高 営業利益

積極的な戦略投資でポートフォリオ経営を実現
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２０１８年度に向けての重点戦略 ②

クロスバリューイノベーションによる
“憧れのくらし” の実現

設備×家電×住宅の掛け合わせで新しいくらし価値を提供

くらし起点くらし起点

設備×家電×住宅

クロスバリュー

設備×家電×住宅

クロスバリュー

見せるキッチン
みんなで囲むキッチン

友人を招いてのホームパーティ

自然と寄り添う、
人工的でない快適性

先進技術＋自然の
快適住環境（空気・温熱）
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© PanaHome Corporation

株主還元について

20円配当を継続
2011年度

実績
2012年度

実績
2013年度

実績

2014年度
実績

2015年度
予想

配 当 額 15円 15円 20円
（内 記念配当５円）

20円 20円

配当性向 41.2％ 34.4％ 37.6％ 42.0％ 32.6％
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'11年度 12年度 13年度 14年度 15年度予想

(円) １株当たり当期純利益(Earnings per Share)



(注) 本資料の計画や業績予想等の将来見通しは、現時点において

当社が合理的であると判断する一定の前提に基づくものです。

実際の業績は、当社を取り巻く経済情勢・需要動向等の変化、

金融情勢の変化、地価の大幅な変動等様々な要因により

予想数値とは大きく異なる可能性があります。
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